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Abstract: The ommatidial number of fourth or fifth row of the　compound eyes from

center on the dorsal is different between females of Culex pipiens pallens and those of

Cx. p. molestus. The actual figure is generally nine and eight in Cx. p. pollens and

Cx. p. molestus, respectively. However, this number is reported to vary among these

mosquitoes. Examinations were made on the ommatidial number of the compound eyes

in Cx. p. pallens or Cx. p. molestus females which were reared as adults at various

temperatures, to make Clear effects of temperature on variation of ommatidial number.

The number of ommatidia was found to vary with breeding temperature in the fourth,

fifth or sixth row in Cx. p. pallens and Cx. p. molestus. In Cx. p. pallens, females

with nine ommatidia were large in number, when they emerged at temperature of 21℃

or higher, but at a low temperature of 15℃, most of them had nine or ten. On the

other hand, most of Cx. p. molestus females had eight, those with nine were small in

number of temperature of 21℃ or higher, but when temperature became low at 15℃,

all the females had eight in each row. Accordingly, temperature seems to be an im-

portant factor for variation of ommatidial number in these mosquitoes.
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は　じ　め　に

アカイエカ　Culex pipiens pallens　とチカイエカ

Cx. pipiens molestusはアカイエカ群の構成員であ

り,鹿児島以北に分布している.アカイエけQま下水

溝のような地上水域に発生し吸血産卵するが,チカ

イエけまビルの汚水槽のような地下水域に発生L主

に無吸血産卵により世代を操りかえしている･

この両者は形態的に酷似しているが,雄の場合ほ

外部生殖器の形態でⅠ束別できる.雌については複眼

の第4またほ第5列の個限数の差によつて判別可能

である.すなわち,アカイエカの雌では9個,チカ

イエカでほ8個であり,アカイエカで8個のもの

早,チカイエカで9個のものは少数しか出現しない
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といわれている(Nogu℃hi and Asahina, 1966).

同様のことは名古屋のチカイエカでも認められてい

る〔真書屋;, 1973). Lかし,この個限数の変異に

関与する要田については,本法を野外のアカイエカ

群の成虫に有効に適用する上で重要であるにもかか

わらず検討されていない.そこで,種々の温度下で

羽化したアカイエカとチカイエカの雌の個限数につ

いて調べた.

材料と　方法

アカイエカ,チカイエカともに長崎で採集され,

25〇℃, 16時間照明の実験尭件で累代飼育されたもの

を用いた.これらの蚊の1令幼虫を15-30°℃c)檀

々の温度に移し,呂〇〇℃℃の水をいれたバット(22℃m

×2S℃m)に1O〇個体の幼虫をいれた.毎日各ノlブト

にエビオスとマウスの固型飼料の粉末を等量混合し

たものを〇.2gづつ与え飼育し羽化させた.羽化し

た雌成虫の頭部を1O%のKOHに浸し約3分間加熱

した復水洗し,アルコールで脱水Lてグリセリンア

ルコールに移Lた.このように処理した頭部をスラ

イドグラスに置き,複眼の背側の第4, 5, 6列の

個眼数を双眼軒微鏡を用いて数えた.

結　　　　　果

蓑1に15°℃, 1O時間照明　21-℃, 1〇時間照明,

25.℃, 16時間照明　27-℃, 16時間照明, 30-℃,

16時間照明で飼育したアカイエカ雌とチカイエカ雌

の複眼の第4, 5および6列の個眼数を示した.

まずアカイエカの第4列についてみると15.℃で

は8個あつたものが剖検した雌の半数以上を占めた

が, 21°℃以上になると9個のものが大多数を占め

るようになつた･ 1〇個のものほ21-27-℃　でわずか

にみられたが15°℃と3O°℃でほみられなかつた･

アカイエカの第5列の個眼数の場合にほ　15-℃

でも9個持つたものが多く8個のもけ王少なくなつ

ていた. 1〇個を保有するものほこの温度でほみつか

らなかつた. 25°℃および3O°℃でほ8個のもけま出

現せず9個を持つたものがほとんどであつたが, -

Table 1. Ommatidial numbers of females of Culex pipiens pallens and

Culex pipiens m℃lestus reared at various temperatures

pay-Ro-ofCulex#ネネネ..ネネ些･Culexpipiensmolestus

二e℃ft"'length
Lj>(hr)A;o宮ind
s蓋蓋.i〇es
ned∵.e=量ofOmmatidialnumber
les-
ined891015　　10

21　　10

25　　　16

27　　　16

30　　　16

15　　1〇

21　　1〇

25　　　16

27　　　16

30　　　16

15　　　1〇

21　　10

25　　16

27　　16

3〇　　16

Fourth

Fifth

Sixth

48

56

56

62

64

4呂

56

56

62

64

48

56

56

62

64

25(52.1) 23(47.9)　0(0.0)

3〔5.4) 52(92.9) 1(1.7)

9(16.1) 44(78.6)　3(5.4)

5(8.1) 56(90.3) 1〔1.6)

2〔3.1) 62(96.9)　0〔〇.〇)

12〔25.0) 35(75･〇)　0( 0.0)

〇〔〇.〇) 49(87.5)　7(12.5)

0( 0.0) 44〔78.6) 12(21.4)

〇(〇.〇) 56(9〇.3)　6(9.7)

0(0.0) 6〇(93.8)　4(6.3)

16(33.3) 32〔66･6)　0(〇.〇)

1cl.8) 51(91.1)　4(7.1)

1( 1.8) 44(78.6) ll(19･6)

1(1･6) 55(88.7)　6(9.7)

〇(O.〇) 58〔90.6)　6(9.4)

67　67(10〇.〇)　OC〇.〇) 〇(〇.O)

50　48(96.〇)　2〔4.〇) 0(0.0)

64　54(84.4) 10〔15.6) 〇(O･O)

76　59(77.6) 17〔22･4) 〇(0.0)

55　47(85.5)　8(14.5) 〇(〇･O)

67　67(10〇.〇)　O〔O･〇) 〇(O･O)

50　45C90.0)　5(1〇.〇) 〇(0.0)

64　56(87.5)　8(12.5) 〇(O･O)

76　6〇(78.9) 16(21.1) 〇(0.0)

55　42(76.4) 13(23.6) 0(0.〇)

67　67(1〇O.〇) Q　〇(o･o) o(o･〇)

5〇　49(98.〇) 1(2.0) 0(0.〇)

64　55(鮎.9)　9(14.1) 0(〇･〇)

76　69(9〇.8)　7(9.2) 〇CO･O)

55　5〇(90.9)　5(9.1) 〇(〇.O)

Remarks : Figures in parentheses show the per℃enta酢s of females with 8, 9 〇r lO

ommatidia in each row.
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軌ま1〇個の個眼を有していた.

第6列においては21°℃　以上でも8個持つたもの

がごくわずか出現した他は第5列とほぼ同様のこと

が認められた.

次にチカイエカ雌の第4列の個眼数についてみる

と, 15°℃では全個体が8個であつたが, 21〇℃以上

では9個のものが出現Lていた.

第5列の個眼数の場合も15.℃　で羽化した雌はす

べて8個の個眼を有したが, 21〇℃以Lではやはり

9個の個眼のあるものが現れた･

同様Dことほ第6列でもみられた.

チカイエカ雌でほ第4, 5, 6列にアカイエカ雌

でみられたような1O個の個眼を有するものほどの温

度条件下にも現れなかつた.

15.℃と21°℃は1〇時間照明と短日長であり, 25〇

℃以ヒは16時間照明と長日長であつたが,アカイエ

カもチカイエ力も同じ短日長である15〇℃と21.℃の

問に個限数の差の存在が明らかであるけQこ対し　日

長の異なる21〇℃と25.℃以上の間にほそれ程の差は

みられなかつた.

以上の成績から全体とLてみれば,チカイエカの

個眼数は飼育温度によつて変化はするが,その幅は

アカイエカに比較すると小さいように思われる.特

にアカイエカでほ15°℃　の低温下でfミコ育された雌群

に8個刀個限を持つたものが多くなつているのに対

L,チカイエカではこのような個眼数の変異の少な

いことは極1めて興味あることである4

考　　　　　察

Nogu℃hi and Asahina (1966)ほアカイエカ及び

チカイエカの数系統について複目艮の第4列の個眼数

を測定L,一般に/にほ7カイエカでは9個,チカイエ

カでは8個であることを報告Lた.この結果は今Lp]

25.℃及び3O°℃で羽化させたアカイエカ及びチカイ

エカG7)そi,LらとおおLrね11一致する.

15〇℃ではチカイエカの第4,　5及び6列の個眼

数はどの雌でも8個であつて,高温下でみられたよ

うな9個の雌ほ全くみつからなかつた.この事実ほ

本種乃生活T)場が比較.雑l温度刀低い地下のようたi:と

ころであるので注目に値する.

ところでアカイエカの場合には, 15〇℃において

どの列でも個眠が1つ減り8個を持つたものがかな

り出現Lた.したがつてこの温度下ではアカイエカ

とチカイエカの区別が著しく困L.√!!^になつてくる1実

際にはこのような現象がどの温度下で起きるかを明

らかにして,どの季節に起るかを今後確めなければ

ならない.

摘　　　　　要

一般にアカイエカ雌の複眼の第4,5,6列は個眼

が9個,チカイエカ雌のそれは8個といわれ両者の

鑑別点ともなっている.しかし野外で8個のアカイ

エカ雌,9個のチカイエカ雌が採集されることがあ

るので,この変異を生じる要因を調べるため,まず

種々の温度で両者を飼育し,羽化してくる雌成虫の

個眼数を観察した.その結果,アカイエカは15℃

で8個しかないものが多数出現したが,21℃以上

では特に5,6列の個限数はほとんどが9個であり,

10個のものも少数混っていた.それに比べチカイエ

カは15℃では例外なく8個であったが,21℃以上

では9個のものが少数ではあるが現れた.これらの

ことから幼虫期の飼育温度はアカイエカおよびチカ

イエカの個眼数に変異をもたらす重要な要因である

と考えられる.
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